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こしてがん化するマウスの乳腺上皮細胞 P2 と、P2 細胞が EMT を起こしてが
ん化した細胞 (G6細胞) をモデル細胞に用い、これらモデル細胞に LAPタンパ
ク質、および LIPタンパク質をそれぞれ強制的に発現させることで、EMT、お
よびMETに及ぼす影響を解析した。これまでに P2細胞は LIPタンパク質によ














EMT 関連マーカーの発現量変化がみられた。本研究より、一時的な LAP タン
パク質と LIP タンパク質の発現量のバランスの変化が細胞の形態、挙動を変化
させること、また、生体内で細胞が接触している基底膜成分にはプロテアソー
ムの働きを抑制し、LAPタンパク質や LIPタンパク質の長期的な高発現維持を
可能にするメカニズムがあることが示唆された。 
 
